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日々の業務ご苦労様です。

2023年春季生活改善要求について、2022年10月より本部では情報収集、上部組織の
動向、日本経済の動向を注視する中、CCBJI決算状況も踏まえて2月14日、中央委員会に
て審議、2月20日、支部会決定を受け2月22日、要求書提出及び主旨説明を行いました。

CCBJIの決算は大変厳しい中、経営陣の回答には厳しい予測はありますが組合員の生活
は物価上昇とともに苦しい実態があります。
その声を届けることが重要と考えベースアップを要求致しました。
組合員の月例賃金は定期昇給分では賄えない状況であり、この所得減を改善する為の要

求なくして労働組合の存在意義はありません。

2023年、CCBJIの事業利益回復には「人への投資」が不可欠であり、そのマンパワー
は2022年の成長を大きく底上げした実績があります。

大変厳しい交渉になりますが、1都2府35県に働く組合員は同じ思いと確信しています。

皆様のご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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組合員のみなさまへ
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2023年春季生活改善要求書

2023年春季生活改善に関し下記の通り要求致します。なお、回答書については3月16日(木)までに文書で頂きたくお願い申し上げます。

１ 賃金

① 「人への投資によるCCBJIグループの持続的成長」として ベースアップ1%(平均給与金額相当)を要求する。
(基礎金額: 一般職ALL、41歳平均、266,453円)

② 制度上の昇給確保。
以上



今回の要求に関し弊連合会では、『日本経済、労働界、CCBJI、組合員生活』を基点に昨年10月より分析及び情報収集を行い上述の要求と致しま
した。
2023年春期生活改善では賃金要求と付帯項目を検討する中、当社の組合員には安定した生活の維持・向上を図るためのベースアップが必要との
結論に至りました。
日本における春闘は労働者の労働条件向上を図るだけでなく日本経済を活性化するための消費拡大が図られます。これは、すべての企業労使

は日本経済の一端を担うという社会的役割と責任を強く意識し、すべての働く者の労働諸条件の改善につなげていかなければならないという基
本的な考え方に基づいています。
社会的役割と責任から社会情勢について鑑みますと、総務省が発表した2022年の消費者物価指数は、前年比4.0％上昇している。また、ここ数年
は官制春闘とも言われ、政府による賃上げ要請が後押しする形で、大企業を中心にベースアップが行われている中であります。当社においては、
会社業績や制度統合の影響に鑑みて、2018年春闘以降、賃金要求を見送っています。制度上の昇給はあったものの、2019年の新型コロナウイル
ス感染症対策による賞与の減額や手当の見直し、報酬体系の見直し等により、制度上の昇給だけでは生活の維持は不足している状況であり、可
処分所得も変わらないどころか減少している実感もあります。
この5年間で、住宅を手放す、マイカーを手放す、塾をあきらめるといった声を多く組合員から頂戴しています。さらに2023年は物価上昇が大
きく家計に追い打ちをかけ、その実感はさらに高まるばかりであります。弊連合会の取引先金融機関での関西圏における組合員の借り入れ申し
込みは数百件に達しております。CCBJIエリア全体でも相当の組み換えや融資相談があると推察いたします。
当社もこの様な環境を改善する事によりエンゲージメントの向上、モチベーションを維持し社会的責任において賃金の更なる上澄みを図ること
が、当社2023年事業利益の回復、黒字化にむけた一歩と考えています。
当社に於いては2017年4月のCCBJI設立に説明された400億近いシナジー効果は夢となり経営施策の失敗が大きく影響を及ぼし五月雨の如く事業利
益は悪化を辿っております。
カリン社長をはじめとする新経営陣はこの収益の悪化を食い止めるべく凄まじいスピードで変革を断行し着実に改善に向けて進んでおります。
この方針の下、RTMに於ける変革、労働者の報酬体系、コマーシャル担当者のインセンティブ制度導入を含め、現場の組合員は様々な協力・努
力を行って参りました。
2021年、事業利益▲140億、2022年、事業利益▲144億と会社業績は非常に苦戦をしている状況であることは十分理解しています。急激にコスト
構造を変える事により一人当たりの業務量は拡大する中、時間外残業を少しでも抑える努力を図りながら会社の変革に知恵を絞り協力し、努力
を怠らず、これ以上の業績悪化を食い止めるべく我々は更なる生産性向上に努めている状況です。



カリン社長は2022年通期決算発表にて「2022年は人出回復や猛暑の機会を確実に捉えトップラインの成長を実現することができた。皆さんが連
携して日々努力してくれたことに心から感謝申し上げます。また、数量成長や価格改定、変革の取り組みなどのコントロール可能な分野で約200
億円の大幅な利益改善を果たした。」と話されました。
CCBJIが2023年、成長の実現に向けた抜本的な改革を進めていく為には、会社と従業員・組合員が理解しあい、気持ちを共にして行動を持続する
事が必要であり、CCBJIを健全に発展させるためには一体感を更に高め労使一体となり取り組まなければなりません。
我々が要求する2023年春闘の内容はCCBJIが成長の実現に向けて抜本的な改革を実行する為には『人への投資』は必要不可欠な原資であると考
え、1都2府35県に働く全ての組合員の為に、そして、組合員のモチベーションを高く維持できる企業風土醸成に寄与するものと判断し要求を設
定致しました。

2023年春闘要求書の主旨及び背景をご理解頂き、日々、業務に励む組合員の努力や協力に対して少しでも生活が安定するための原資として改
善する事が出来ますことを改めてお願い申し上げます。
尚、回答は3月16日（木）までに書面にて頂きますようお願いいたします。

以上

要求書提出及び趣旨説明

六本木オフィス

執行役員
最高人事責任者
上村成彦 総務・人事本部長
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2.Appendix:

日本経済
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出典：経済連タイムス

2.Appendix:労働界・経済界情勢

連合ｰ2023春季生活闘争方針ｰ ※抜粋

経団連ｰ2023春季労使交渉方針ｰ ※抜粋

経団連（十倉雅和会長）は1月17日、2023年の春季労使交渉・協議における経営側の基本ス
タンスや雇用・労働に関する経団連の基本的な考え方を示す「2023年版経営労働政策特別
委員会報告」（経労委報告）を取りまとめ、大橋徹二副会長・同委員会委員長が記者会見
を行って公表した。

23年の春季労使交渉について、大橋委員長は、「賃金決定の大原則」に則って検討する方
針は堅持したうえで、「物価動向を特に重視しながら、賃金引き上げと総合的な処遇改
善・人材育成を積極的に呼びかけていく」との基本方針を表明した。

各企業が「賃金決定の大原則」に則って検討をする際、さまざまな考慮要素のうち「物価動
向」を特に重視しながら、企業の社会的責務として、賃金引き上げのモメンタムの維持・強
化に向けた積極的な対応を呼びかけていく。

23年春季労使交渉・協議においては、物価上昇という特別な状況のもと、「成長と分配の好
循環」の形成に向けた正念場との認識を企業労使で共有し、「賃金引き上げ」と「総合的な
処遇改善・人材育成」を積極的に検討し、成長の果実を働き手に適切に分配していくことが
望まれる。

➢ ＧＤＰも賃金も物価も安定的に上昇する経済へとステージを転換し望ましい未来
をつくっていくことが必要だ。「未来づくり春闘」を深化させ、国・地方・産業・
企業の各レベルで、日本の経済・社会が直面する問題に対する意識の共有化に努め、
ステージを変える転換点とする必要がある。
➢ 物価上昇によって働く仲間の生活は苦しくなっており、賃上げへの期待は大きい。
とりわけ、生活がより厳しい層への手当てが不可欠であり、規模間、雇用形態間、
男女間の格差是正を強力に進める必要がある。
➢ 企業内での格差是正の取り組みに加え、サプライチェーン全体で、生み出した付
加価値とともにコスト負担も適正に分かち合うことを通じ、企業を超えて労働条
件の改善に結びつけていく。

➢ 各産業の「底上げ」「底支え」「格差是正」の取り組み強化を促す観点とすべて
の働く人の生活を持続的に維持・向上させる転換点とするマクロの観点から、賃
上げ分を 3％程度、定昇相当分（賃金カーブ維持相当分）を含む賃上げを 5％程度
とする。



連合・金属
JMC方針



3要素



電機連合要求



Appendix:
電機連合方針



Appendix:
電機連合方針



Appendix:
電機連合

アンケート



21

Contents

1. 2023春闘要求書及び要求骨子
2. 日本経済状況
3. CCBJIの状況
4. スケジュール



CCBJI:2022
通期業績

➢ 2022年度当社飲料事業の業績は
売上収益：前年対比＋2.7%、事業利益：▲144億円の赤字



CCBJI:2022
通期事業利益

増減要因

➢ 2022年、コスト増減要因としては、PET・アルミ等の原材料価格の高騰。コモ
ディティ(原油・ガソリン・様々な商品)価格の高騰で▲199億。



CCBJI:2023
戦略の方向性

➢ 2023年収益性改善を優先した施策の展開



CCBJI:2023
通期業績計画

➢ 2023年、事業利益を▲50億をコミットメント。



CCBJI:2023
事業利益増減

➢ 2023年、コロナ禍の影響も改善することを予測し営業活動で＋300億を見
込む。



CCBJI:2023
通期業績計画

➢ 2023年、売上収益＋4.9%、事業利益▲50億の回復予
測



CCBJI:2023
戦略



CCBJI:2023
戦略

設備投資費用 減価償却費

2017年実績 499億 471億

2018年実績 459億 475億

2019年実績 895億 570億

2020年実績 693億 596億

2021年実績 391億 572億

2022年実績 389億 458億

2023年計画 370億 458億

達成するには「人への
投資」が必要不可欠



2023年春闘要求の整理
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➢ 日本経済2023年の動向

✔ 日本政府は2類から5類に引き下げ➡人流の回復。

✔ 経済連を中心として賃上げを岸田政権も要請➡経済の好循環。

➢ 労働界

✔ 連合傘下組合はベースアップの要求➡物価上昇は家計に大きな負担。

➢ CCBJIの動向

✔ 2020年、2021年、2022年と事業利益の赤字➡収益は着実に改善している。

✔ 2023年、事業利益▲50億をコミットメント。➡マンパワーが必要不可欠

2023年春闘要求としては総合的に判断して労働組合の使命とし
てベースアップを要求するべきでは。➡生活者を守る観点。
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■2023春闘スケジュール

5. スケジュール

日程 労使協議 時間 内容

2月14日 (火) 中央委員会 19:00～20:30 teams会議 2023年春闘本部(案)決定

2月20日（月） 支部会の開催（Teams会議） 18:30～20:00 teams会議
滋賀県・奈良県・和歌山県・
近畿・京都・他エリア

2月22日（水） 経営との労使協議会 14:30～16:30 六本木office 要求書提出

3月初旬～3月中旬 事務折衝 終日 六本木office 2023春闘要求事務折衝

3月16日（木） 経営との労使協議会 14:30～16:30 六本木office 回答指定日



各種申請
(慶弔・ろうきん・全労済・電機連合共済)
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CCBJGUF 事務局より
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➢ 各種申請については下記の連絡先にお問い合わせください。

✔ろうきん申し込み・変更・その他
✔全労済申し込み・変更手続き
✔電機連合共済手続き
✔慶弔申請

080-5805-9488 組合本部事務所

✉ tsuyoshi.tsuda@ccbji.co.jp



各種申請の場合 慶弔申請
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慶弔申請書をダウンロード

✔エクセルシートに必要事項ブルーの
個所を記入して添付ファイルにて事務
局に送信。

tsuyoshi.tsuda@ccbji.co.jp

指定口座に振り込み処理
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慶弔申請書をダウンロード

✔エクセルシートに必要事項を記入し
て添付ファイルにて事務局に送信。

tsuyoshi.tsuda@ccbji.co.jp

チェックリスト作成・ろうきん変更依頼

各種申請の場合 ろうきん 新規・変更・停止届
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To The Next Meeting…


